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田中・他（2014, 2015，日本地震学会秋季大会）において，大阪堆積盆地北西部に位置する関西地震観測研究
協議会尼崎観測点（尼崎市）と1995年兵庫県南部地震の臨時強震観測を行った芦屋（芦屋市），福池，深江観
測点（ともに東灘区）（岩田・他，1995）で観測された近地地震の記録に現れている，直達S波に続く後続波群
の特徴について報告をしてきた．尼崎観測点では，直達S波到達後，水平成分に約４秒間隔に顕著な相が見ら
れ，その長軸震動方向は波群を追って変化していることや，長軸震動方向と波群の走時差は，尼崎観測点から
見た震央方位によって系統的に異なっていることがわかった．一方，芦屋，福池，深江観測点では，尼崎観測
点でみられるような約４秒間隔の顕著な相はみえておらず，複雑な後続動であることがわかった． 
ここでは，特徴的な相及びその震動特性の再現と，波動伝播の特徴を探るために，ダブルカップル点震源モデ
ルと大阪堆積盆地三次元地下構造モデル(関口・他, 2013)を用いた，差分法による三次元波動場シ
ミュレーションを行った．有効周波数は2Hzである．尼崎観測点に対するシミュレーション結果においては，直
達S波以降に繰り返し現れる相の走時や波群の振動方向が変化している特徴の再現に成功した．震央―観測点間
測線での計算波形のペーストアップから，尼崎観測点は、特徴的な波群が顕著に見えやすい位置にあることが
分かり，こうした顕著に見えやすい領域は限られていることも分かった。また，震央―観測点間の深さ断面で
の波群伝播の様子から，こうした約4秒間隔の特徴的な相は，直達S波が地表面と堆積層と地震基盤の構造境界
面で多重反射により生じていることを示した．振動方向が変化していくのは，堆積層下の地震基盤面の３次元
形状によるものと考えられる． 
一方，芦屋などの観測点では，顕著な相が見えないのは，堆積盆地の縁に近いために，堆積盆地の縁で生じる
回折波の到達が堆積層と地震基盤境界での反射波の到達と重なるため，独立では見えにくい位置であることが
震央―観測点間での計算波形のペーストアップから示された．
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